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1,028,610,328 (2001) 827,578,868 80.5%
1,210,854,977 (2011) 966,345,841 79.8%





























































さらなる成功を収めた。社会人類学者の Stanley Jeyaraja Tambiah は、1989 年 Bhagalpur、1987 年
Hashimpura、1980年 Moradabadでの暴力は組織的な殺害であったと結論づけている。Ram Puniyani

























の街で暴力を共謀し、1992 年と 1993 年にボンベイで再び共謀した。これらの例の両方とも、セー







































1983 年 Nellie 大虐殺 















線（Assam United Democratic Front）とその他は、Tiwari Commissionの報告を公表させるための法的
な努力をしている。
1969 年から 1989 年 
1969 年のグジャラート暴動の際に、630 人の人々が命を失ったと推定されている。1980 年に、
Moradabad で、推定 2,500 人の人々が殺された。公式の試算は 400 人、他のオブザーバーの試算は




1987 年 Hashimpura 大虐殺 
Hashimpura大虐殺は、1987年 5月 22日に、インド・ウッタルプラデーシュ州の Meerut市におけ
るヒンドゥー教徒とスラーム教徒の暴動の際に起きた。伝えられるところによると、Provincial 
Armed Constabulary（PAC、州武装警察）の 19名は、同市の Hashimpura mohalla（地域）から 42人





















































とで応じた。この軍事行動について、Chach Nama に、寺院破壊、抵抗する Sindhi 軍の大量処刑と

































軍事歴史家 Victoria Schofield によれば、カズニのトルコ人支配者でありマフムードの父である
Sabuktagin は、「Peshawar の谷とまだ呼ばれていた、Kabul 盆地と Gandhara（Khandar）から、ヒン
ドゥー教徒を排除することを目的とした。彼の息子であり成功者、カズニのスルターン、マフムー
ドは、ヒンドゥー教徒に対する聖戦をインドにもたらすという任務を続けた」とされる。西暦 980
年まで、この Gandhara 領域は、カズニから Sabuktagin までヒンドゥー教の支配下にあって、〔マフ





























すべとは北インドの Sarv Khapの連合と Meerutの統治者によるものであった。Ilyaas Awanの勇敢さ
に心打たれ、しばらくの間足止めさせられたが、ティムールはデリーへの容赦ない侵略を続けるこ
とができ、王室内部の即位に関する内部抗争によって既に弱っていたスルターン Mehmudの軍隊と














Firuz Shah Tughlaq 












ら彼らは殺された。特に、ハリヤーナーの Gohana 村で起きた事件は、Insha-i-Mahry（Amud Din 
Abdullah bin Mahruによって書かれた別の歴史書）に記され、そこでは、ヒンドゥー教徒が神像を建
立し、拘束され、宮殿に連れて行かれ、そして集団で処刑された。






















めの Ramlalla（幼少期のラーマ）、モスクのための Sunni Wakf Board、Sita ki Rasoiと Ram Chabutara
のための Nirmohi Akharaに分けるという判決を下した。














Tippu は、イスラーム軍隊の侵略によって包囲されたコダグ人（Coorg や Coorgi とも呼ばれる）




Seringapatam において、無理やり割礼を施された若者は Ahmedy 教団に入団させられ、そして彼
らは 8つの Risalaすなわち連隊を形成した。その活動で捕えられたコダグ人たちの実際の数は不明








統治者である Sher Khanに命じ、そしてその年の 7月に 200人のバラモンたちが強制的に改宗させ
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られ、牛肉を食べさせられた。Mohibbul Hasan、Prof. Sheikh Ali、そして他の歴史学者たちは、強制
退去の規模、そして特にコダグでの強制改宗について大きな疑問を投げかけており、Hasan は、出
来事について〔記した〕イギリス版は、Tippu Sultanを注することを強調し、彼に対するプロパガン




少なかったのである。Ramchandra Raoの Prunganuriに従えば、改宗者の正確な人数は、約 500人で
ある。





















歴史学者の Hayavadana. C. Raoは、彼の百科事典的な著書 History of Mysoreの中で Tippuについて
記した。彼は断言することは、Tippu の「宗教の名における宗教的な狂信と過度な専心は、マイソ
ールと領地の両方において、永久に非難され続ける。実に、彼の偏執さは、あらゆる寛容さの考え
を妨げるほど顕著であった」という。さらに彼は、ヒンドゥー教徒への建設的な Tippu の行為は、
真の寛容さを示すというよりは、主として政治的でこれ見よがしな行為であったと断言している。
カシュミール 
カシュミールにおける少数派ヒンドゥー教徒もまた、イスラーム教徒の支配者によって歴史上迫
害されてきた。ヒンドゥー教徒とイスラーム教徒が、ある期間、協調して生活していた時、カシュ
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ミールのイスラーム教徒支配者の何人かは、他の宗教に対して寛容でなかった。カシュミールのス
ルターン Sikandar Butshikan（1389-1413年）は、しばしばこれら（他の宗教）を最も劣ったものと
みなしていた。歴史家たちは、彼の数々の残虐行為について記録してきた。Tarikh-i-Firishta は、
Sikandar がヒンドゥー教徒を虐げて、カシュミールでイスラーム教徒以外の居住を禁止する命令を
発したと記している。彼はまた、すべての「金銀の像」を破壊するよう命じた。さらに、Tarikh-i-Firishta
は次のように示している。「多くのバラモンたちは、彼らの宗教や国を捨てるより、毒で自害した。
いくらかの者たちが故郷から移住し、少数の者たちはイスラーム教徒になることによって追放の悪
魔から逃れた。バラモンたちが移住した後、Sikandar はカシュミールのすべての寺院を破壊するよ
う命じた。カシュミールですべての像を破壊しために、〔Sikandarは〕「偶像破壊者」と称された」。
私見的結論で、人間性の究極的な実在と、国と人々の幸福を解釈しようと試みる。信仰は良いが、
同時に我々は兄弟（他の宗教）の長所も保有しなければならない。このことが、平和と調和を導く
のである。
今日、インドではこの風潮を必要としている。私は、宗教には良さがあり、それは平和を説くが、
我々の理解は異なっているという点に立ちたいと思う。今、我々インド人は、同じであり、人とし
て生きているとはっきり自覚する必要がある。平和は伝統より重要である。インドは平和を必要と
している。私は、すぐに紛争が解決し、平和と調和が育まれることを望む。
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